
田圃の土壌放射能調査 

1. 調査の目的： 

• 除染後の田圃の放射性セシウムの濃度を測る。 

2. 調査の内容・規模： 

• 平成２８年度飯舘村からの委託事業として、田圃の土壌放射能調査が開始されました。 

• その規模は、全村を対象に各行政区で５田圃を選び、各田圃毎に中心を含む５点から土壌を採取して、
その放射性セシウムの濃度を調査するものでした。 

• ふくしま再生の会ではこの委託事業を受託するにあたり、車載放射線量測定と同様に、土壌の採取から
放射能測定の工程を、村民と協働して実施することと致しました。 

• また田圃の５点に加えて、田圃の水口と水尻からも土壌を採取して調べることにしました。 

• 土壌を採取した箇所の総数は、20行政区 X 5田圃 X （5点 + 水口・水尻）で、約 700となりました。 

3. 調査の方法： 

1) 土壌サンプルの採り方（２ページ参照） 

2) 測定サンプルの作り方と放射能測定方法（３ページ参照） 

4. 放射能（放射性セシウムの濃度）の測定結果： 

1) 0~15cmの平均的な放射性セシウム濃度を測るサンプル数は475で、その全体の平均濃度は1,143Bq/kg
でした。一方濃度別にサンプルを分けると、2000Bq/kg以下の数が全体の80%を超えました。 

2) 0~30cmの深さ別（2cm刻み）の放射性セシウム濃度は、94箇所全体の平均で見ると、地表から10~12cm
に向けて上昇し、12cmを超えると顕著に減少しました。 

3) 水口・水尻の放射性セシウムの濃度は、全体の平均で5,485Bq/kgとなり、田圃の土壌の約５倍の高さで
した。 

 



３ 調査の方法； １） 土壌サンプルの取り方 

ライナー採土器 穴掘り器 

深さ別の放射性セシウム濃度を測る（0~30cm） 平均的な放射性セシウム濃度を測る（0~15cm） 



３ 調査の方法； ２） 測定サンプルの作り方と測定方法： 



４ 測定結果；１）平均な放射性セシウム濃度を測る 

389 77 5 4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

放射性セシウムの濃度別サンプル数の比率（乾重量；Bq/kg、n=475） 

2000Bq/kg未満 2000~4999Bq/kg 5000~7999Bq/kg 8000Bq/kg以上 

0~15cmの平均的な放射性セシウム濃度を測るサンプル数は475で、その全体の平均濃度は1,143Bq/kgでし

た。 

一方濃度別にサンプルを分けると、2000Bq/kg以下の数が全体の80%を超えました。 
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0~30cmの深さ別（2cm刻み）の放射性セシウム濃度は、94箇所全体の平均で見ると、地表から10~12cmに

向けて上昇し、12cmを超えると顕著に減少しました。個々の田圃ではその状況が大きく異なり、個別に測定

結果を評価する必要があります。 

４ 測定結果；２）深さ別の放射性セシウム濃度を測る 
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放射性セシウム濃度の平均値の比較；田圃の中と水口・水尻（乾重量；Bq//kg） 

77の田圃で水口・水尻の放射性セシウムを測定した結果、濃度は全体の平均で5,485Bq/kg

となり、田圃の土壌の約５倍の高さでした。 

４ 測定結果；３）水口・水尻の放射性セシウム濃度を測る 
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